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２０２０年度入学 宮城大学大学院 事業構想学研究科博士前期課程 
一般選抜、特別選抜（社会人・外国人留学生） 募集要項 

 
事業構想学研究科博士前期課程の学生を次のとおり募集します。 
 
１ 募集人員 

研究科名 専攻名 課程名 選抜区分 募集人員 

事業構想学研究科 事業構想学専攻 博士前期課程 

一 般 選 抜 １０人 
社 会 人 特 別 選 抜 
【通常枠】 
【地方自治体派遣枠】 

 
若干名 
若干名 

外国人留学生特別選抜 若干名 
※社会人特別選抜と外国人留学生特別選抜の若干名は一般選抜の募集人員１０人に含みます。 

 
研究科名 専攻名 専門領域名 

事業構想学研究科 事業構想学専攻 

ビジネスマネジメント領域 
ビジネスプランニング領域 
空 間 デ ザ イ ン 領 域 
情 報 デ ザ イ ン 領 域 

 
 注意事項 

１ 出願にあたって、これらの専門領域から、志望する専門領域を一つ選びます。 
  ２ 上記の専門領域は、２０１９年４月１日現在のものです。 

３ 出願を希望する方は、必ず、志望する専門領域の教員に今後の研究・教育の進め方・内容について、事前に

電子メール等で相談してください。連絡先は１７ページを参照してください。 

 
１－２ 入学者選抜試験日程 
 【 １期 】 ２０１９年９月１７日（火） 

 【 ２期 】 ２０２０年２月８日（土） 
 

２ 出願資格 
 Ⅰ 一般選抜 
   次の（１）～（１０）の各号のいずれかに該当する者 
 Ⅱ 社会人特別選抜 
  【通常枠】 

企業、官公庁、教育機関、研究機関及びその他各種団体等に２年以上の在職経験又は活動経験を有する

者で、次の（１）～（１０）の各号のいずれかに該当する者 
  【地方自治体派遣枠】 

地方自治体（附属機関を含む）に２年以上在職している者で、本研究科への就学派遣について、所属長

からの推薦を受け、次の（１）～（１０）の各号のいずれかに該当する者 
Ⅲ 外国人留学生特別選抜 
  日本国籍及び日本における永住資格を有しない者で、次の（１）～（１０）の各号のいずれかに該当する者 
 

  （１）学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条に定める大学（以下単に「大学」といいます。）を卒業

した者又は２０２０年３月までに卒業見込みの者 
  （２）学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者又は２０２０年３月までに授与され 

る見込みの者 
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  （３）外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者又は２０２０年３月までに修了見込みの者 
（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育に

おける１６年の課程を修了した者又は２０２０年３月までに修了見込みの者 
（５）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１６年の課程を修了した

とされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であ

って、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者又は２０２０年３月までに修了見込みの者 
（６）外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は関係

機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定する

ものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育

における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育

制度において位置付けられた教育施設であって（５）に規定する文部科学大臣の指定を受けたものにおいて

課程を修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者又は２０２０年３月まで

に修了見込みの者 
（７）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに

限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以降に修了した者又は２０２０年３

月までに修了見込みの者 
  （８）学校教育法施行規則（昭和２２年文部省令第１１号）第１５５条第１項第６号の規定により、文部科学大

臣が指定（昭和２８年文部省告示第５号）した者 
  （９）大学に３年以上在学した者、外国において学校教育における１５年の課程を修了した者、外国の学校が行

う通信教育における授業科目を日本国内において履修することにより当該外国の学校教育における１５年の

課程を修了した者、又は我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における１

５年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者（いずれも２０２０年

３月までに在学又は修了見込みのものを含む。）であって、本学大学院において、所定の単位を優れた成績を

もって修得したと認めた者 
  （１０）本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で、２０２０年３月までに２２歳に達した者 
 

※ Ⅰ一般選抜、Ⅱ社会人特別選抜、Ⅲ外国人留学生特別選抜の出願資格（９）又は（１０）により出願し

ようとする者は、入学資格審査が必要となりますので、２－２「入学資格審査」の規定により、審査を申請

してください。 
※ 学校教育法に定める大学在学者として、（９）により出願し、入学者選抜試験に合格し、本学大学院に入学し

た場合、在学中の当該大学については退学扱いになりますので、あらかじめ承知願います。ただし、大学院

入学後の学修内容等により、大学評価・学位授与機構から学士の学位が授与される制度はあります。 
 
 
２－２ 入学資格審査 

  ２「出願資格」（９）又は（１０）により出願しようとする者については、出願前に入学資格審査を行いますの

で、必要書類を次により提出し、審査を申請してください。 
   なお、入学資格審査により入学資格を認定されない場合の出願は、受付できませんので、あらかじめ承知願いま 

す。 
 

  （１）資格審査申請期限 
    ２０１９年７月１９日（金）【消印有効】 
    持参の場合の受付時間は、午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで 
      （ただし、土曜日、日曜日及び国民の祝日を除きます。） 
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  （２）申請方法 
    申請は、下記（４）の申請書類一式を角形２号の封筒に入れ、「事業構想学研究科入学資格審査申請」と朱

書きし、書留速達による郵送又は持参により行ってください。（「（４）④ヘ」に関する論文・作品・業績・成

果物について、封筒への封入ができない場合は、別途提出してください。その際は、申請書類一式の中に別途

提出物がある旨を記載したメモを入れてください。） 
    書類又は記載事項の不備又は不足があった場合は、別に指定する期日までに補正されたものに限り受付しま

す。 
  （３）申請先   〒９８１－３２９８  宮城県黒川郡大和町学苑１番地１（大和キャンパス） 
            宮城大学アドミッションセンター 
            電話 ０２２－３７７－８３３４ 
   
  （４）申請書類 

※資格審査の際は、宮城大学ウェブサイトより、該当する様式をすべて印刷の上、記入してください。 
① 資格審査申請書（Ｓ－１票。（Ａ４ 片面印刷）必要事項すべてを記入し、該当項目に○印を付してくだ

さい。） 
② 履歴書（Ｓ－２票。（Ａ４ 両面印刷）学歴、職歴及び研究歴等を記入してください。） 
③ 業績レポート（Ｓ－３票。（Ａ４ 両面印刷）職業活動における経歴及び業績を記入してください。） 

④ 入学資格審査認定基準（１０ページ参照）に係る証明書類（各該当基準について、すべて提出してくださ

い。提出されない場合は、当該基準について採用されないことがあります。） 
 
     イ 成績証明書（認定基準に係るものを各学校の様式で提出してください。） 
     ロ 学籍等に関する証明書（認定基準に係る在学したすべての学校の卒業・修了（見込）証明書及び在籍

期間証明書（在学中又は中退の場合に限ります。）を各学校の様式で提出してください。専修学校専門課程

（４年以上）修了者は、Ｓ－４票（Ａ４ 片面印刷）を提出してください。 
     ハ 履修規定（認定基準に係る学校の履修規定を提出してください。） 

ニ 職歴を証する書類（認定基準に係るものについて、すべて提出してください。また、その業績等につ

いて、内容を記載した書類（様式任意）を添付してください。） 
     ホ 在職中の研修歴及び研修内容・時間を証する書類（認定基準に係るものについて、すべて提出してく 
      ださい。） 
     ヘ その他個別判断に該当する基準に係るものとして、各種資格取得証明書、論文・作品・業績や成果物

等（現物の提出が不可能な場合は、写真等により内容を把握できるもの）及び当該内容が申請者自らの

ものであることを証明する書類（内容によっては疎明書類、例えば各種媒体での紹介記事等をもって証

明する書類に準じる扱いをすることもあります。）を提出してください。 
 
⑤ 戸籍抄本（各種証明書類の氏名と、現在の氏名が異なる場合に限り、提出してください。） 
⑥ 審査結果通知用切手３６２円分（「④ヘ」に係る論文・作品・業績・成果物について、返却を希望する場

合は、別途所要の切手を貼付した封筒又は必要事項を記入した宅配便等の着払い伝票を同封してくださ

い。） 
 

（５）申請上の注意事項 
① 申請書類がすべてそろっていない場合は、受付できませんので、申請の際は十分に確認してください。 
  ※ 書類に不備、不足がある場合については、期限を定めて提出書類の補正又は書類の追加提出を指示し 

ますが、期限内に補正又は追加提出がなかった場合は、受付できません。 

② 申請後の記載事項の変更については、すみやかに連絡してください。 

③ 審査結果が、２０１９年８月８日（木）までに通知されていない場合は、宮城大学アドミッションセンタ

ーまで連絡してください。 
④ 資格認定した後であっても、申請書類の記載事項と相違する事実が発見された場合は、認定を取消すこと

があります。 
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⑤ 受付した申請書類は、原則として返還しません。 
⑥ 申請書類のうち、外国語で記載された証明書等については、必ず日本語訳を添付してください。 

 
  （６）認定基準 
    認定基準については、１０ページを参照してください。 
 
  （７）認定通知 

審査結果については、申請者本人あて郵送により通知します。 
また、認定者については、宮城大学大学院入学資格認定通知書を送付しますので、出願の際に添付してくだ 

さい。 
 

３ 出願手続 
  （１）出願期間 
    ２０１９年８月１９日(月)から２０１９年８月２６日(月)まで【消印有効】 

     
  （２）出願方法 

① 出願は、所定の出願様式を使用し、書留速達による郵送又は持参により行ってください。 
② 書留速達による郵送の場合は、出願期間最終日の消印有効とします。 
③ 直接持参による受付時間は、午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時までとします。土曜日及 
び日曜日の受付は行いません。 

 
  （３）出願先 
   〒９８１－３２９８ 宮城県黒川郡大和町学苑１番地１（大和キャンパス） 

    宮城大学アドミッションセンター  電話 ０２２－３７７－８３３４ 
 

（４）入学者選抜手数料 
    入学者選抜手数料30,000円を期間内（２０１９年８月１９日（月）～２０１９年８月２６日（月））に、最

寄りの金融機関窓口（本学所定の様式「Ａ-２票」を使用。ただし、ゆうちょ銀行・郵便局を除く。）、又はコ

ンビニエンスストアで納入してください。どちらで納入する場合も振込（払込）手数料が別途かかります。 
※コンビニエンスストアでの手続きの詳細については18ページ参照 

 
   （５）出願書類 
   ※出願の際は、宮城大学ウェブサイトより、Ａ～Ｄ票をすべて印刷の上、記入してください。 

   「２Ⅱ社会人特別選抜【通常枠】」により出願する方は、Ｅ票をあわせて印刷し、記入してください。 

「２Ⅱ社会人特別選抜【地方自治体派遣枠】」により出願する方は、Ｆ票をあわせて印刷し、記入してください。 

出願書類等 注意事項 
願書（Ａ－１票） 

（Ａ４ 両面印刷） 

必要事項すべてを記入し、該当項目に○印を付してください。 
また、Ａ－２票で入学者選抜手数料として振り込んだ30,000円の「振込証明書（大学

提出用）」部分を切り取ったものを、裏面の所定の欄に貼り付けてください。 
 
選抜手数料振込依頼
書のうち振込証明書 
（大学提出用） 

（Ａ－２票） 
（Ａ４ 片面印刷） 
または 

収納証明書 

（収納証明書の場合は、番号はついて 

いません。） 

【入学者選抜手数料を所定の振込依頼書で払い込む場合】 

入学者選抜手数料として30,000円を本学所定の振込依頼書（Ａ－２票）で、振込期間

内に金融機関から電信扱いで振り込んでください。（ただし、ゆうちょ銀行・郵便局を除

く。）振り込み後、「振込証明書（大学提出用）」を切り取ったものを出願書類としてＡ-

１票裏面の所定の欄に貼り付けてください。 

【入学者選抜手数料をコンビニエンスストアで払い込む場合】 

コンビニエンスストアで発行された「取扱明細書（兼領収書）」の「収納証明書」部分

を切り取ったものを、出願書類としてＡ-１票裏面の所定の欄に貼り付けてください。 
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出願書類等 注意事項 
受験票（Ｂ－１票）、 
写真票（Ｂ－２票） 
（Ａ４ 片面印刷） 

 

必要事項すべてを記入し、該当項目に○印を付すとともに、出願前３か月以内に撮 
影した、正面上半身、無帽、無背景の写真【縦４ｃｍ×横３ｃｍ】を貼付してください。

※受験票、写真票に貼付する写真は、同一の写真を使用し、裏面に氏名を記載してくだ

さい。なお、Ｂ－１票とＢ－２票は切り離さないでください。 
住所票（Ｃ票） 
（Ａ４ 片面印刷） 

必要事項すべてを記入してください。 

出願用封筒貼付用紙 
（Ｄ票） 

（Ａ４ 片面印刷） 

任意の角形２号の封筒（Ａ４判の資料が入る大きさ）に、Ｄ票「出願用封筒貼付用紙」

を印刷したものを貼り、必要事項すべてを記入し、封筒に出願書類一式を入れ、出願し

てください。 

郵便切手 
３６２円分の郵便切手を、出願書類とともに提出してください。受験票送付時に使用

します。 
業績レポート（Ｅ票） 

（Ａ４ 両面印刷） 
２Ⅱ社会人特別選抜【通常枠】により出願する方のみ提出してください。 

推薦書（Ｆ票） 

（Ａ４ 片面印刷） 
２Ⅱ社会人特別選抜【地方自治体派遣枠】により出願する方のみ提出してください。 

出願資格を有するこ

とを証する書類 
（右のうちのいずれ

かひとつ） 

在籍する大学等の卒業見込証明書、出身大学の卒業証明書、大学評価・学位授与機構

が発行する学位授与証明書、学位授与申請受理証明書、短期大学長又は高等専門学校長

の発行する学位授与申請（予定）証明書又は本学大学院入学資格認定通知書等を提出し

てください。 
成績証明書 出身大学等の様式で提出してください。 
TOEFL又はTOEIC
のスコアシートの 
原本 
 
有効となる試験： 
TOEFL ITP、TOEFL 
iBT、TOEIC、TOEIC IP 

２Ⅰ一般選抜により出願する方のみ提出してください。 

TOEFLはExaminee Score Record（受験者用控えスコア票）。 
TOEICはOfficial Score Certificate（公式認定証）。 
TOEIC IPは Institutional Program (IP) Score Report（個人成績表）。 
以上のスコアシートの原本を提出してください（原本は確認後お返しします。）。 
スコアシートは、TOEFL、TOEICどちらか一方、又は両方の提出が可能です。 
スコアは、出願締切日からさかのぼって２年以内に実施されたものに限り有効としま

す。 
宮城大学の卒業者及び卒業見込み者については、２０１７年度以降の本学開講科目内

で受験したTOEIC IPのスコアをもって提出に代えることができます。 
なお、TOEFL iBT については、出願時までにスコアシートの原本が提出できない場

合は、TOEFL のウェブサイトより確認できるスコアを印刷したものを提出してくださ

い。その場合は、試験当日にスコアシートの原本を提出してください。 
研究計画書 
【記載例11ページ】 
 

入学後の研究計画に関し、研究目的、研究動機・問題の背景及び研究方法等について

記載してください。作成にあたっては、Ａ４判の用紙２枚を用い、ワードプロセッサー

により作成してください。 
使用する文字の大きさは10ポイント以上とし、本文4,000字以内で作成してください。

また、1枚目に研究テーマ、志望する専門領域【１ページ参照】、氏名を記入してくださ

い。 
※研究計画書は、願書受付後の補正はできません。指定書式を充分に確認してくださ

い。なお、本学ウェブサイト（http://www.myu.ac.jp/）からテンプレートをダウンロ

ードできます。 
戸籍抄本 各種証明書類の氏名と現在の氏名が異なる場合に限り、提出してください。 
住民票 ２Ⅲ外国人留学生特別選抜により出願する方のみ提出してください。 

出願時点で、既に在留カードが交付されている方（又は、外国人登録証明書をお持ち

の方）は、市町村が発行する住民票を提出してください。 
旅券・査証 ２Ⅲ外国人留学生特別選抜により出願する方のみ提出してください。 

旅券と査証のコピーを提出してください。 
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  （６）出願上の注意事項 
① 出願書類がすべてそろっていない場合は、受理できませんので、出願の際は、十分に確認してください。 
② 出願後に氏名、住所、電話番号に変更があった場合は、すみやかに宮城大学アドミッションセンターまで 

連絡してください。 
③ 入学を許可した後であっても、出願書類の記載事項と相違する事実が発見された場合は、入学許可を取消 
すことがあります。 

④ 受付した出願書類及び入学者選抜手数料は、返還しません。 
⑤ 出願書類のうち、外国語で記載された証明書等については、必ず日本語訳を添付してください。 

 
（７）受験票の送付 
  受験票は、願書受付後、２０１９年９月５日（木）頃に発送する予定ですが、２０１９年９月１０日（火）

までに受験票が届かない時には、宮城大学アドミッションセンターに連絡してください。 
 

  （８）特別の配慮を要する入学志願者の事前相談 
 本学大学院への入学を志願する方で、障がいを有する等、受験上又は修学上、特別な配慮を希望する場合は、

２０１９年７月１６日（火）までに、その内容を宮城大学アドミッションセンターに相談してください。 
 
 
 
 
 
４ 選抜方法等 
（１）選抜方法 
 Ⅰ 一般選抜 

専門科目及び面接の得点並びにTOEFL／TOEICのスコア、研究計画書等出願書類の内容を総合的に判定し

て行います。 
一般選抜により出願する方で、出願に有効なスコアを持っていない方は、下記のTOEFL又はTOEICを受験す

る必要があります。 

有効となる試験 出願に必要な書類 

TOEFL ITP Examinee Score Record（受験者用控えスコア票） 

TOEFL iBT Examinee Score Record（受験者用控えスコア票） 

TOEIC Official Score Certificate（公式認定証） 

TOEIC IP Institutional Program (IP) Score Report（個人成績表） 

※スコアは、出願締切日からさかのぼって２年以内に実施されたものに限り有効とします。 

 
  Ⅱ 社会人特別選抜 
    【通常枠】小論文、面接及び研究計画書等出願書類の内容を総合的に判定して行います。 
    【地方自治体派遣枠】面接（研究計画書に関する口頭試問を含む。）、研究計画書及び推薦書等出願書類の 

内容を総合的に判定して行います。 
 

Ⅲ 外国人留学生特別選抜 
    専門科目、面接及び研究計画書等出願書類の内容を総合的に判定して行います。 
 
 （２）試験日  ２０１９年９月１７日（火） 

※ 受験票発送の際に面接試験の時間を通知します。 
出願時にTOEFL iBTについてウェブサイトから印刷したスコアシートを提出した受験生は、 
必ず試験当日にスコアシートの原本を持参してください。 

 （３）試験会場  宮城大学大和キャンパス 宮城県黒川郡大和町学苑１番地１ 

宮城大学アドミッションセンター（大和キャンパス） 
〒９８１－３２９８ 宮城県黒川郡大和町学苑１番地１ 

  電話 ０２２－３７７－８３３４ 
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（４）試験時間等 

試験科目 試験時間 配 点 一般選抜 
社 会 人 

外国人 
留学生 通常枠 

地方自治体 
派遣枠 

専門科目 
９０分 １００点 ○   ○ 

小 論 文  ○   
面  接 各２０分程度 １００点 ○ ○  ○ 

面接（口頭試問含） 各３０分程度 １００点   ○  
  
（５）受験上の注意 
① 試験日当日は、受験票送付の際に指定される時間までに指定された試験室に入室し、着席してください。 
② 試験開始後は、２０分以内の遅刻に限り受験を認めますが、試験時間の延長は行いません｡ 
③ 面接試験開始時に不在の場合は、欠席者として取り扱います。 
④ 面接試験の際に自身の作品や成果物等を持ち込むことができます。 
⑤ すべての試験科目を受験しない限り、入学者選抜の対象とはなりません。 

⑥ 試験日当日は、受験票、HBの鉛筆（HBのシャープペンシル可）、消しゴム、鉛筆削器（携帯用）、時計（計 

 時機能のみのものに限ります。）を持参してください。 

  ⑦ 受験票は、専門科目又は小論文の試験の際、机の上に置いてください。 

    また、入学手続の際にも必要となりますので、試験後も大切に保管してください。 

    なお、試験当日に受験票を忘れた場合は、仮受験票を発行しますので、受付に申し出てください。 

  ⑧ 面接試験は、受験者本人の了承を得て録音することがあります。録音した内容は、より公正な試験を維持す

るためにのみ、本学内で使用します。 

  ⑨ 事前に試験会場の下見はできますが、試験室内への立ち入りはできません。 

  ⑩ その他連絡事項が生じた場合は、受験票送付の際に通知します。 

 

 

５ 合格発表 
 （１）発表期日 ２０１９年９月２７日（金） 午後１時頃 
 
 （２）発表方法 

① 合格者に対して合格通知書を送付します。 
② 宮城大学のウェブサイトに合格者受験番号を掲示します。 

ウェブサイトアドレスは、 http://www.myu.ac.jp/ です。 
※ その他の方法による合格者に関する問合せには、一切応じません。 

 
 
６ 入学手続 
 （１）入学手続期間 ２０１９年９月３０日（月）から２０１９年１０月８日（火）まで《午後５時必着》 
 
 （２）提出書類等 

① 誓約書（様式は、合格通知の際送付します。） 
② 保証書（様式は、合格通知の際送付します。） 
③ 受験票（手続終了後、返却します。） 
④ 振込証明書（入学金を納入後、渡される領収書のうち、大学提出用） 

     （外国人留学生特別選抜により入学する方は必要ありません。） 
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⑤ 写真１枚 
     入学手続前３か月以内に撮影したもので、縦3.0ｃｍ×横2.5ｃｍ、正面上半身、無帽、無背景のものを１ 

枚提出してください。（学生証、学生名簿に使用します。） 
⑥ 住民票等（合格発表日以降に発行された原本を提出願います。） 

     ７「初年度納付金」（１）①a「宮城県内の方」で、アに該当する場合は、合格者本人の住民票等（住民票 
又は戸籍の附票の写し等）を提出してください。イに該当する場合は、（ⅰ）合格者の配偶者又は１親等の直 
系尊属の方の住民票等及び（ⅱ）合格者本人との関係を証明する書類（戸籍謄本・抄本や戸籍記載事項証明 
書等）の２点を提出してください。 

⑦ 卒業証明書又は修了証明書 
     ２「出願資格」について、出願時点で「見込み」となっている方のみ、合格通知の際に別に指定する期日 

までに卒業証明書、修了証明書又は授与証明書を提出してください。 
 

 （３）入学手続 
 （２）の提出書類等について、書留速達による郵送又は持参により提出してください。 

  ① 入学手続に必要な書類（誓約書、入学金振込依頼書等）は、合格発表後、本人あてに郵送します。 
  ② 郵送により提出する場合は、必ず「書留速達」により送付してください。入学手続期間最終日必着とします。

入学手続期間を過ぎて到着したものは、受理しません。 
③ 直接持参の場合の受付時間は、午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時までとします。土曜日及び 
日曜日の受付は行いません。  

④ 必要な書類がすべてそろっていない場合には受理できませんので、書類提出の際には十分に確認してくださ

い。 
⑤ 一度受付をした書類及び入学金等は、返還しません（過誤納の場合は除きます。）。 
⑥ 入学を許可され、入学手続を完了した者であっても、２０２０年３月末日までに大学等を卒業・修了できな

い場合は、入学許可を取り消します。 
⑦ ２０２０年３月末日までに入学を辞退する場合は、入学手続完了前後を問わず入学辞退届（任意様式：研究

科名、受験番号、住所、氏名、入学を辞退する旨を記載し、押印のこと。）を提出してください。 
⑧ ２０２０年４月１日以降の入学辞退はできません。４月１日以降は授業料が発生していますので、当該授業

料を納入したあとの退学となります。 
 
 （４）入学手続書類提出先  〒９８１－３２９８ 宮城県黒川郡大和町学苑１番地１（大和キャンパス） 
               宮城大学アドミッションセンター 
               電話 ０２２－３７７－８３３４ 
 
 
７ 初年度納付金（２０１９年度入学者実績） 
（１）入学金 
① 一般選抜、社会人特別選抜入学者 

合格者に対し、別途送付する入学金振込依頼書により、最寄りの金融機関で次の金額を納めてください。 
a. 宮城県内の方  ２８２,０００円 

宮城県内の方とは、次のいずれかに該当する方をいい、住所の有無は住民票等で確認します。 
ア 入学許可の日（２０１９年９月２７日）前１年間引き続き宮城県内に住所を有する方    
イ 入学許可の日（２０１９年９月２７日）前１年間引き続き宮城県内に配偶者又は１親等の直 

系尊属が住所を有する方 
b. 宮城県外の方  ５６４,０００円 

② 外国人留学生特別選抜入学者 
外国人留学生については、「宮城大学学生納付金の減免等に関する規程」により、入学金が免除されて

います。 
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 （２）授業料 年  額   ５３５,８００円 
     納入時期   入学初年度は５月（２年目以降は４月）と１０月の２回に分けて納入 

 
（３）その他納付金 

    学生傷害保険等実費が必要となりますが、詳細については、入学手続後追ってお知らせします。 
 
 
８ その他 
 （１）研究にあたって必要な準備物等については、入学後に指導担当教員が指示します。 
 
 （２）奨学金（２０１９年度入学者実績） 
    日本学生支援機構が行う奨学金の申込みは、入学後において、宮城大学大学院で行うことができます。 
    日本学生支援機構が貸与する奨学金には、第一種奨学金（無利子貸与）、第二種奨学金（有利子貸与）があり、そ

の貸与月額は第一種奨学金の場合50,000円又は88,000円、第二種奨学金の場合50,000円～150,000円の選択

制になっています。第二種奨学金の貸与を受けた者は、その貸与額に対し年3.0％（上限）の利息がかかります。 
      外国人留学生の入学後の経済的支援を行う制度としては、文部科学省の私費外国人留学生奨励費等があります。 
 
 （３）授業料の減免等 
    家庭の経済状況又は災害等のため、授業料の納付が著しく困難な学生で、学業成績等所定の基準を満たす者

に対しては、授業料の減免又は徴収期限の変更等の制度があります。 
 
 （４）住居 
    本学が設置する学生寮はありませんが、アパート等に関して、宮城大学生協において情報を提供します。 
 
 （５）口頭による開示請求に基づく試験成績の開示の実施 

宮城県個人情報保護条例に基づき、受験者は、大学院入学者選抜試験の成績を口頭により開示請求すること

ができます。 
① 開示内容  総合得点、科目別得点及び総合得点による順位（順位は一般選抜に限ります。） 
② 受付期間  ２０１９年９月２７日（金）から２０１９年１０月２８日（月）まで 

                 （ただし、土曜日、日曜日、国民の祝日及び１０月１８日（金）を除きます。） 

③ 受付時間  午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで 
（２０１９年９月２７日は午後１時から午後５時まで） 

④ 開示場所  宮城大学事務局（大和キャンパス） 
⑤ 必要書類  受験票を持参してください。 
⑥ そ の 他  電話・電子メール等の通信による問合せには一切応じません。 

          また、受験者本人以外の方からの請求は、受付できません。 
 
（６）入学者選抜試験成績等の個人情報について 

    本学の入学者選抜試験実施に伴い、本学が保有した試験成績等の個人情報は、入学者選抜のほか教育的な目 
   的のため、本学内でのみ使用することがあります。 
 
 （７）長期履修制度について 
    職業を有している等の事情により、博士前期課程２年の標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に 

教育課程を履修することを希望する場合は、所定の申請を行うことにより、長期履修学生として許可される制 
度があります。また、手続機会は原則として入学時のみとし、許可された場合でも４年を超えて在学すること 
はできません。 
 なお、基本的には、通常のカリキュラム・授業時間割を使用し、教育・研究指導が行われます。 
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宮城大学大学院事業構想学研究科博士前期課程　入学資格審査　認定基準

対　　象 認定基準 換算方法等 備　　考
　４年制大学３年次在学生及び過
年度において４年制大学在学３年
以上満了者

①　大学２年次修了時点で、６８単位以
上修得し、かつ、その評価について、
最上位であるものの割合が８５％以上
であること
②　大学３年次修了時点で、卒業必要
単位として１０２単位以上修得又は修
得見込みであること
③　過年度に大学３年次を修了してい
る者については、②に係る評価につい
て、最上位であるものの割合が、８５％
以上であること

　修得単位の成績について、評価が
数値である場合は、次の基準により
判定することとする。
①最上位評価
・１００点満点換算で８０点以上のも
の
②修得単位として認めないもの
・１００点満点換算で、６０点に満たな
いもの

　外国の学校教育制度に基づく高
等教育機関（大学等）の教育課程
修了者又は外国の学校が行う通信
教育を我が国で履修した事による
修了者（いずれも入学時まで修了
見込みの者を含む。）で、当該教育
課程が１５年のもの

①　修了者については、高等教育機関
（大学等。通信教育による課程を含
む。）修了に必要な単位として修得した
単位の評価について、最上位であるも
のの割合が８５％以上であること
②　修了見込みの者については、１４
年の課程修了時点で、高等教育機関
（大学等。通信教育による課程を含
む。）を修了するために必要な単位の８
０％以上を修得し、かつその評価につ
いて最上位であるものの割合が８５％
以上であること

　外国の学校教育制度に基づく高
等教育機関（大学等）の在学生（通
信教育による課程の履修生を含
む。）で、当該国における学校教育
の１６年の課程のうち、１５年の課程
を修了又は入学時までに修了見込
みのもの

①　１４年の課程修了時点で、高等教
育機関（大学等。通信教育による課程
を含む。）修了に必要な単位として修
得した単位の評価について最上位で
あるものの割合が８５％以上であること
②　１５年の課程修了時点で、高等教
育機関（大学等。通信教育による課程
を含む。）修了に必要な単位の８０％以
上を修得又は修得見込みであること
③　過年度に１５年の課程を修了して
いる者については、②に係る評価につ
いて、最上位であるものの割合が８５％
以上であること

’学校教育法に定める学士の学位
を授与されていない者（出願資格
（９）及び学士の学位取得見込み者
を除く。）

①　１６年から最終学歴までの修業年
数（中退の場合は、中退時の前年度に
在籍した学年までの修業年数とする。
以下同じ。）を控除した年数を大学、短
大、官公庁、研究所又は民間企業等
において、教育又は研究部門で教育
職又は研究職に従事した者
②　大学等において、科目等履修生と
して、修得した単位について、３４単位
ごとに大学在学１年と換算し、１６年か
ら最終学歴までの修業年数を控除した
年数を当該換算年数で充足した者
③　有職者で在職中に各種教育機関
における研修歴がある場合は、研修時
間15時間を1単位として、34単位ごとに
大学在学1年と換算し、16年から最終
学歴までの修業年数を当該換算年数
で充足した者
④　修業年限が4年以上であることその
他の文部科学大臣が定める基準を満
たす専修学校の専門課程を文部科学
大臣が指定する日以前に修了した者
⑤　実務経験・業績等をもって認定す
る者については、個別に判断する。

①　研究従事は大学及び短大又は
高等専門学校の専攻科等における
研究生を含む。
①～③
・期間の計算は年単位とし、１年に満
たない月数は切り捨てるものとする。
・１６年から最終学歴までの修業年数
を控除した年数の充足は、①～③の
年数の合算によるものを妨げない。

　大学修了までの学校
教育における課程が１６
年に満たない国におい
て大学の課程を修了し
た者のうち、中国の教育
課程出身者で期間が不
足する場合の不足期間
は１年とする。

’新旧学校制度の移行に際し、法
令上明確に規定することの困難な
旧制度の学校卒業者等

’個別に判断する。 　本区分において認定
基準を満たさない者につ
いて、研究歴等の加算
による出願資格（１０）上
段での出願資格認定を
妨げない。ただし、この
場合において、法令上
明確に規定できる旧制
度の学校を最終学歴と
見なす。

　各区分ごとの認定基準以外の経
歴・業績等を有する者

　上記認定基準に加え、優れた業績、
取得資格等がある場合は、個別に判
断し、認定基準を緩和又は認定基準
充足に換算することもあり得る。

　認定基準緩和又は換算方法につ
いては、個別に判断する。

注意事項

1

2

　各認定基準充足を証明する書類については、申請者において収集し、申請時に提出するものとします。この場合において、証明に欠けるものについては、認定基準
として採用されないことがあります。

　本大学院入学資格審査については、今回実施する本大学院入学者選抜試験の出願資格としてのみ有効となります。

区　　分
出願資格（９）
’大学に３年以上在学し（入学
時までに在学見込み含む。）、
本学大学院において、所定の
単位を優れた成績をもって修
得したものと認めた者

出願資格（１０）
’本学大学院において、個別
の入学資格審査により、大学
を卒業した者と同等以上の学
力があると認めた者で、入学
時までに２２歳に達したもの

　

各出願資格共通事項

出願資格（９）
’外国において学校教育にお
ける１５年の課程を修了し、外
国の学校が行う通信教育にお
ける授業科目を日本国内にお
いて履修することにより当該外
国における１５年の課程を修了
し、又は我が国おいて、外国
の大学の課程（その修了者が
当該外国の学校教育における
15年の課程を修了したとされ
るものに限る。）を有するものと
して当該外国の学校教育制度
において位置付けられた教育
施設であって、文部科学大臣
が別に指定するものの当該課
程を修了し（いずれも入学時ま
でに修了見込み含む。）、本
学大学院において、所定の単
位を優れた成績をもって修得
したものと認めた者

　本区分において認定
基準を満たさない者につ
いて、研究歴等の加算
による出願資格（１０）で
の出願資格認定を妨げ
ない。

　修得単位の成績について、評価が
数値である場合は、次の基準により
判定することとする。
①最上位評価
・１００点満点換算で８０点以上のも
の
②修得単位として認めないもの
・１００点満点換算で、６０点に満たな
いもの
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2020年 研究計画書 – 宮城大学事業構想学研究科（博士前期課程）     下マージンは 22mm  

 

 

研究テーマ「○○○○○」 (12pt HGP ゴシック E) 

志望する専門領域 ○○○○領域 氏名(10pt ＭＳ明朝) 

 
1．研究目的 見出しは 10pt ＭＳゴシック 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○本文は 10pt 明朝○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○  
2．研究動機・問題の背景 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

3．研究方法等 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○ 

図 表

図 図 図 図 図 図

（ なく ても可） 

1 枚目のみ記入 

Ａ ４ 判の用紙 2 枚以内を用い， ワード プロ

セッ サーにより 作成し てく ださ い。 なお，  

本学ウェ ブサイト （ http://www.myu.ac.jp/）  

からテンプレート をダウンロード できます。  

 文字数は 4,000 字以内（ 図表等を含む），  

文字の大きさは 10 ポイント 以上とし ，①研究

目的， ②研究動機・ 問題の背景， ③研究方法

等について記載してく ださい。  

右
マ
ー
ジ
ン
は
２０
㎜ 

左
マ
ー
ジ
ン
は
２０
㎜ 

図 表 

図 タイトル 
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２０１９年度 事業構想学研究科（博士前期課程）概要 

 
１ 事業構想学の意義 
「事業構想学」とは、事業の着想・計画・実現・運営の諸過程を研究対象とする学際的かつ総合

的な経験科学の一分野である。この、事業の着想から事業運営にいたる一連の過程が「事業構想」

といえるが、これには多くの知識、技術が相互かつ密接に関わる。 
 この目標を実際に達成するには、絶えず進化してやまない学問と技術の成果を個別専門的に検

討するのみならず、学際的立場から総合的な再構築を図らなければならない。当然のことながら、

従来のような縦割りの学問では事業構想へのアプローチは難しい。個々の研究者が問題意識を高

め、学問領域を仕切る従来の境界を突破することで、学問のフロンティアが拓かれる。 
 また、事業構想学という目標に向けて、これまでの知識・技術の成果を学際的に再構築し、有

機的に融合することによって研究の相乗効果（シナジー）が期待できる。ここに、事業構想学の

真骨頂がある。つまるところ、事業構想学とは、個別の学問分野ではなく、事業構想に関わる個々

の学問やノウハウの総称ともいえよう。 
 事業構想学研究科は、事業構想学部で目指した事業構想学の理念をさらに深く追求するために

設置された。すなわち、事業構想学の確立という目標を、教員、学生の共通認識とし、この目標

に沿って社会科学系の学問知識と自然科学系の技術成果をより有機的に活用する。個々の研究者

には、それぞれの学問領域に閉じこもらず、地域社会が抱える諸問題の解決やプロジェクトの推

進に積極的に関わるとともに、将来を見据えて本研究科の学問・技術の目標を絶えず引き上げる

努力が求められる。それには、引き続き絶えざる研鑽を積まなければならない。このようなスタ

ンスで本研究科は、従来の日本の大学院教育が目指してきた既成学問の「蘊奥を究める」だけで

なく、研究と教育の双方に軸足を置き、実務・事例を中心とした講義と演習を行う。 
 
２ 人材養成の目標 
 事業構想学研究科は教育目標として「産業振興や地域振興を対象とした事業構想に関わる高度

職業人の養成」を掲げる。高度職業人養成の目的は、修了生が産業分野の各種ビジネスプロジェ

クトの最前線でプロデューサーとして、あるいは地域づくりに関わる各所プロジェクトの推進責

任者として活躍し、宮城県はじめ東北地方の産業振興に寄与することにある。 
 「ビジネスマネジメント領域」「ビジネスプランニング領域」にあってはビジネスと地域に関す

る事業プロジェクトの推進を図りうる知識や技術を身につけ、事業の円滑な実施に向けて事業構

想を策定できる高度職業人、すなわちビジネスプロフェッショナルを養成する。また「空間デザ

イン領域」「情報デザイン領域」にあっては、それぞれの領域における専門技術者の養成を教育目

標とする。 
 輩出人材のイメージは、「ビジネスマネジメント領域」にあっては企画等において構想力・企画

力を要請される職種、「ビジネスプランニング領域」にあっては商業、観光、地域社会や行政等に

おいて構想力・企画力を要請される職種、「空間デザイン領域」にあっては都市、建築設計関連職

種、「情報デザイン領域」にあっては高度システムエンジニアなどである。 
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３ 履修コースと修了要件  

事業構想学研究科・事業構想学専攻には、研究者育成および高度職業人（ビジネスプロフ

ェッショナル・専門技術者）養成のための２つのコース（「学術研究コース」「高度職業人育

成コース」がある。 

本研究科を修了し、学位を取得するためには、次の(1)または(2)に示すコース毎の要件①

～③の全てを充足する必要がある。本研究科の博士前期課程を修了したものには「修士（事

業構想学）」の学位が授与される。 

 

（１） 学術研究コース 

① 在学期間 

修業年限（原則 2年）を充足すること。 

② 修了要件単位数 

講義科目 14 単位、演習科目 16単位修得を含め 30単位以上修得すること。 

・ 講義科目は所属領域の中から 4単位以上修得すること。 

・ 事業構想基礎講座（2単位）及び英語特論（2単位）を修得すること（いずれも必

修科目）。 

・ 研究指導科目として各領域の演習Ⅰ（1 年前期）4 単位，演習Ⅱ（1 年後期）4 単

位、演習Ⅲ（2年前期）4単位，演習Ⅳ（2年後期）4単位の合計 16単位を修得す

ること。 

・ 他大学大学院において修得した単位がある場合には、所定の手続きを経て認定さ

れる場合がある。 

③ 学位論文提出 

研究指導を受け、学位論文（修士論文）を完成させ、その審査及び最終試験に合格す

ること。 

 

（２） 高度職業人育成コース 

① 在学期間 

修業年限（原則 2年）を充足すること。 

② 修了要件単位数 

講義科目 14 単位、演習科目 16単位修得を含め 30単位以上修得すること。 

・ 講義科目は所属領域の中から 4単位以上修得すること。 

・ 事業構想基礎講座（2単位）及びプロジェクト研究（4単位）を修得すること（い

ずれも必修科目）。 

・ 研究指導科目として各領域の演習Ⅰ（1 年前期）4 単位，演習Ⅱ（1 年後期）4 単

位、演習Ⅲ（2年前期）4単位、演習Ⅳ（2年後期）4単位の合計 16単位を修得す

ること。 

・ 他大学大学院において修得した単位がある場合には、所定の手続きを経て認定さ

れる場合がある。 
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③ 学位論文又は特定課題の提出 

研究指導を受け、学位論文（修士論文）を執筆または特定課題を完成させ、その審査 

及び最終試験に合格すること。 

 

４ 事業構想学研究科（博士前期課程）の構成と特徴 
 事業構想学研究科は、①ビジネスマネジメント領域、②ビジネスプランニング領域、③空間デ

ザイン領域、④情報デザイン領域の４領域から構成される。 
 
 

ビジネスマネジメント領域 
 

ビジネスマネジメント領域は、ビジネス遂行上の基本要件を学ぶ領域である。ビジネスを構想

するための基本的な知識である経営（マネジメント）に関する知識、その応用である経営戦略（ス

トラテジー）の手法や対顧客視点での経営活動であるマーケティング手法を基盤に専門性の高い

ビジネスプランの知識・技術の習得を目指す。アカウンティングでは先端的知識と最新技術の習

得、ファイナンスでは事業の円滑な実施に向けての資金の調達と運用に関する知識や技術を学ぶ。

現在の経営に欠かせないツールであるＩＴのマネジメント、タックスプランニングやコンプライ

アンスを意識した税法等の科目も配置している。 
 
 
 
 

ビジネスプランニング領域 
 

事業構想学研究科の目的の一つに、事業創造を通じての地域貢献がある。この領域では、特に、

暮らしや地場産業、地域計画や商業開発、医療福祉などの社会事業、ホスピタリティ産業や観光

交流事業等々に関わり、フィールドと密接な関係を持ち、地域現場に近い領域となっている。ま

た、ビジネスやデザイン、情報といった本研究科で探求教育される諸手法を、地域現場で統合し

ようと試みる中心的な位置にある。 
本領域は、これらを基本としつつ、様々な手法や分野を新たに開拓し、ビジネスや地域の活性

化に貢献し得る人材の育成を目指している。 
 
 
 
 
【税理士試験科目の免除について】 
 宮城大学大学院事業構想学研究科では，税法の科目について，改正税理士法の「学位による試

験科目免除」の制度に則った形で対応している（制度の詳細については，国税庁等の関係機関で

確認のこと）。 
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空間デザイン領域 

 
「空間デザイン」は、単に目に映ずる形だけではなく、形を作り上げるための事業の構想･計画･

手法･施策等を内包している。 
空間デザイン領域は、個々の建築物や工作物が集積し形成する「空間」を研究教育の対象とし、

そこに係る人間の社会的・経済的活動への対応を一つの重要な視点としている。これらの活動は、

過去からの時間の経過の中で蓄積され、歴史的･文化的な枠組みを構築し、その枠組みが結果的に

形に反映しているためである。 
 空間デザイン領域での研究教育は、目に見える形を手がかりに、その背景にある、非物的な枠

組みとの対応に踏み入るところに特色を持っている。事業を全体的に捉え、「空間」との関係を理

解・実践できる新しい知見を教授し、「空間」の価値の発見とその研究を通して、次の時代の新た

な事業を創案し、計画・管理・運営し得る人材の育成を目指している。 
 
 
 
 

情報デザイン領域 
 

情報システムの構築は、企業、地方公共団体、学術機関、国等の機関において、重要課題の一

つになっている。情報システム構築においては、情報システム設計技法や情報ネットワークの構

築等のインフラ設計は言うまでもなく、システムの中身、すなわちメディアコンテンツの設計も

同様に重要である。また、設計者の好みでシステムを構築するのではなく、ユーザインターフェ

ースやシステム利用環境の快適性も重要である。さらに、実際のシステム開発の現場では、採算、

運営までをトータルに捉えることができる人材の養成が必要不可欠となっている。情報デザイン

領域では、情報システム設計技法や情報ネットワークの構築、情報システムのビジネス領域での

応用を採算、運営までのシステム設計技術とともに、人工知能などを用いた新しいメディアコン

テンツの設計手法やユーザビリティを考慮したシステム環境の構築技術などについて学び、ビジ

ネス領域での情報システムや新しいメディアを用いた情報システムの構築を行うことができる人

材の育成を行う。 
 
 
 
【建築士試験の大学院における実務資格要件について】 
 一級建築士試験は、国土交通省により定められた履修科目を持つ大学で、定められた必要単位

数を修得・卒業し、卒業後２年間の実務を経験したものが受験可能な国家試験である。 
 宮城大学大学院事業構想学研究科空間デザイン領域では、定められた演習及び講義の科目にお

いて必要単位数を修得した場合に、１年間の実務経験同等と認定される。 
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≪授業科目の概要≫

専門領域 講義科目・演習科目等

マネジメント 教授　 櫻木　晃裕

アカウンティング 非常勤講師

ファイナンス 教授　 田邉　信之

ストラテジー 教授　 福永　晶彦

マーケティング 非常勤講師

経済システム 教授 金子　浩一

非営利組織マネジメント 准教授　 石田　祐

税法 教授 内田　直仁

ビジネスマネジメント演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 各指導教員

社会システム 教授 徳永　幸之

ＩＴマネジメント 教授 大嶋　淳俊

観光ビジネス 非常勤講師

商業ビジネス 非常勤講師

医療福祉システム 教授　 糟谷　昌志

地域交流ビジネス 准教授　 佐々木　秀之

地域経済ビジネス 講師　 板　明果

コミュニティビジネス 教授　 風見　正三

コミュニティシステム 教授　 藤澤　由和

ビジネスプランニング演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 各指導教員

文化環境デザイン 准教授　 伊藤　真市

環境情報デザイン 教授　 中田　千彦

環境デザインマネジメント 教授　 日原　広一

地域デザイン 准教授　 小地沢　将之

地区デザイン 教授　 舟引　敏明

施設デザイン 非常勤講師

地域環境システム 准教授　 石内　鉄平

数理造形デザイン 教授 土岐　謙次

設計プロセス・マネジメント 教授　 平岡　善浩

ファシリティ・マネジメント 教授　 井上　誠

空間デザイン演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 各指導教員

情報ネットワーク 教授　 秋月　治

分散システム 教授　 富樫　敦

情報システム設計 教授　 須栗　裕樹

インタラクションデザイン 教授　 茅原　拓朗

数理環境デザイン 教授　 鹿野　護

情報メディアシステム 教授　 蒔苗　耕司

インタラクティブメディア 准教授　 鈴木　優

情報デザイン演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 各指導教員

英語特論 教授　 マシュー・ウィルソン

プロジェクト研究 各指導教員ほか

空間デザイン特別演習AⅠ・AⅡ・BⅠ・BⅡ 各指導教員

ビジネスマネジメント特別講義 各指導教員ほか

ビジネスプランニング特別講義 各指導教員ほか

空間デザイン特別講義 各指導教員ほか

情報デザイン特別講義 各指導教員ほか

事業構想基礎講座 各指導教員

　※「特別講義」は，適宜テーマを定めて開講する。
　※「演習科目」は，講義科目が共担である場合を除き，「演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」それぞれ
　　を各領域の専任教員が個別に担当する。
　※2019年4月1日現在のものであり，科目・担当教員については変更の可能性がある。

担当教員

ビジネスマネジメント領域

ビジネスプランニング領域

空間デザイン領域

情報デザイン領域

共通科目
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《研究科教員連絡先一覧》

ア行 教授 井上　誠 Tel 022-377-8342
e-mail inouem@myu.ac.jp

教授 内田　直仁 Tel 022-377-8377
e-mail n-uchida@myu.ac.jp

教授 大嶋　淳俊 Tel 022-377-8729
e-mail oshimaa@myu.ac.jp

准教授 石内　鉄平 Tel 022-377-8386
e-mail ishiuchit@myu.ac.jp

准教授 石田　祐 Tel 022-377-8247
e-mail ishiday@myu.ac.jp

カ行 教授 風見　正三 Tel 022-377-8357
e-mail kazami@myu.ac.jp 

教授 糟谷  昌志 Tel 022-377-8328
e-mail kasuya@myu.ac.jp 

教授 金子 浩一 Tel 022-377-8346
e-mail kanehiro@myu.ac.jp

教授 鹿野　護 Tel 022-377-8361
e-mail kanom@myu.ac.jp

教授 茅原　拓朗 Tel 022-377-8369
e-mail kayahara@myu.ac.jp 

准教授 小地沢　将之 Tel 022-377-8362
e-mail kochizawam@myu.ac.jp

サ行 教授 櫻木　晃裕 Tel 022-377-8372
e-mail sakuragi@myu.ac.jp 

教授 須栗　裕樹 Tel 022-377-8352
e-mail suguri@myu.ac.jp 

准教授 佐々木　秀之 Tel 022-377-8354
e-mail sasakih@myu.ac.jp

准教授 鈴木　優 Tel 022-377-8205
e-mail suzu@myu.ac.jp

タ行 教授 田邉　信之 Tel 022-377-8269
e-mail tanabe@myu.ac.jp 

教授 富樫　敦 Tel 022-377-8353
e-mail togashi@myu.ac.jp 

教授 土岐　謙次 Tel 022-377-8332
e-mail toki@myu.ac.jp

教授 徳永　幸之 Tel 022-377-8349
e-mail y_toku@myu.ac.jp 

ナ行 教授 中田　千彦 Tel 022-377-8367
e-mail nakata@myu.ac.jp 

ハ行 教授 日原　広一 Tel 022-377-8347
e-mail hihara@myu.ac.jp 

教授 平岡　善浩 Tel 022-377-8376
e-mail hiraoka@myu.ac.jp 

教授 福永　晶彦 Tel 022-377-8350
e-mail fukunaga@myu.ac.jp 

教授 藤澤　由和 Tel 022-377-8205
e-mail fujisaway@myu.ac.jp

教授 舟引　敏明 Tel 022-377-8341
e-mail funabikit@myu.ac.jp 

マ行 教授 蒔苗　耕司 Tel 022-377-8368
e-mail makanae@myu.ac.jp

職・氏名 連絡先
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「取扱明細書」（マルチコピー機）または「取扱明細書兼領収書」（Famiポート、Loppi）。
②お支払い後、チケットとレシートの2種類をお受け取りください。 レシート取扱明細書兼領収書

チケット形式

＊画面ボタンのデザインなどは予告なく変更となる場合があります。

＊お支払い済みの入学者選抜手数料はコンビニでは返金できません。
＊お支払期限内に入学者選抜手数料のお支払いがない場合は、入力された情報はキャンセルとなります。
＊すべての支払方法に対して入学者選抜手数料の他に、払込手数料が別途かかります。
＊払込期間初日は10時から手続き可能となります。

払込手数料（税別） 450円

お
申
込
み

お
支
払
い

出
願

入学者選抜手数料支払方法のご案内
下記のコンビニ端末にてお支払いください

「取扱明細書」または「取扱明細書兼領収書」の
「収納証明書」部分を切り取り、募集要項の指示に従って
入学願書の裏面に貼り、郵送してください。

貼付する場合、「感熱・感圧紙などを変色させる場合があります」と記載のある糊は
使用しないでください。「収納証明書」が黒く変色する恐れがあります。

【入試に関するお問合わせ先】 宮城大学　アドミッションセンター　ＴＥＬ 022-377-8333 （受付時間）月曜～金曜 8:30～17:15  ＊土曜・日曜･祝日を除く

【操作などのお問合わせ先】 学び･教育サポートセンター   https://e-apply.jp/　※コンビニ店頭ではお応えできません。

（注意）本学への出願は、出願期間最終日の消印有効となります。コンビニ端末での手続き後、お近くの郵便局での手続きが必要となりますので、出願期間最終日には、お近くの郵便局で当日の
消印処理が可能であるか十分に確認のうえ、この後の手続きにお進みください。 （※出願期間最終日の受付締切時間は22時となりますのでご注意ください。）

端末より「払込票」（マルチコピー機）または「申込券」（Famiポート、Loppi）が出力されますので、
30分以内にレジにてお支払いください。

①コンビニのレジでお支払いください。

取扱明細書兼領収書

収納証明書

チケット形式

▼
　　　　　　　　　  をタッチし、申込情報を入力して「払込票／申込券」を発券ください。

http://www.sej.co.jp

　　　　　　　　　  をタッチし、申込情報を入力してお申込みの大学名

入学検定料等支払

学び・教育

TOP画面の「学び・教育」より
お申込みください。

最寄りの「セブン-イレブン」にある
「マルチコピー機」へ。

TOP画面の「学び・教育」より
お申込みください。

http://www.family.co.jp

TOP画面の「申込・請求（学び・教育）」より
お申込みください。

最寄りの「ファミリーマート」にある
「Famiポート」へ。

TOP画面の「申込・請求（学び・教育）」より
お申込みください。

http://www.ministop.co.jp
http://www.lawson.co.jp

TOP画面の「各種サービスメニュー」より
お申込みください。

最寄りの「ローソン」「ミニストップ」にある
「Loppi」へ。

TOP画面の「各種サービスメニュー」より
お申込みください。

学び・教育

申込・請求

各種（入学検定料等）お支払いサービス

学び･教育･各種検定試験

「各種申込（学び）」を含むボタン

大学・短大、専門、小・中・高校等お支払い

マルチコピー機
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【 試 験 会 場 案 内 】     事業構想学研究科 

 

宮城大学 大和
た い わ

キャンパス 

宮城県黒川郡大和町学苑１番地１ 

電話 022-377-8334 

【ＪＲ仙台駅からの交通案内】  

 ＪＲ仙台駅から公共交通機関を利用する場合は、(1)仙台駅発着路線バス又は(2)仙台市地下鉄南北線を利用

する方法があります。 

(1) 仙台駅発着路線バス（宮城交通バス）を利用する方法 

   ＪＲ仙台駅西口のバスプール２番から、路線バス（宮城交通）「宮城大学・仙台保健福祉専門学校」行き 

に乗車してください。県庁市役所・泉アウトレットを経由する路線と上杉通・泉アウトレットを経由する 

路線のどちらも乗車可能です。宮城学院、泉アウトレットを経由し、所要時間約５０分で「宮城大学・仙

台保健福祉専門学校前」バス停留所に到着します。（片道料金 690円:2019年 6月 1日現在） 

(2) 仙台市地下鉄を利用する方法 

  ① ＪＲ仙台駅からは地下１階の自由通路を通り、隣接する仙台市地下鉄仙台駅に向かい、地下鉄南北線

「泉中央」行きに乗車してください。所要時間約１５分で泉中央駅に到着します。（片道料金 300 円：2019

年 6月 1 日現在） 

② 仙台市地下鉄泉中央駅で地下鉄を下車し、路線バス（宮城交通）に乗り継ぐか、又は、タクシーを利

用してください。 

 ア 路線バス（宮城交通）を利用する場合は、東１出口からバスプール３番に向かい、「泉パークタウン」

行き（宮城大学経由）に乗車してください。宮城大学を経由しない路線もありますのでご注意くださ

い。桂・高森地区経由で所要時間約３０分、寺岡・紫山地区・泉アウトレット地区経由で所要時間約

３５分です。「宮城大学・仙台保健福祉専門学校前」バス停留所で降車してください。（片道料金 410

円：2019年 6月 1日現在） 

   イ タクシーを利用する場合、泉中央駅のタクシープールは駅舎２階北側にあります。 

宮城大学にはキャンパスが２つあるほか、仙台市には「みやぎ台」という地区があります

ので、行き先を告げる際は、「泉パークタウン隣の宮城大学」とはっきり伝えてください。 

泉中央駅から所要時間約２０分で、料金は片道２，０００円程度です。 
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